
議会議会ひえづひえづ 令和８年
8月1日

議会ひえづが議会ひえづが
ご覧になれますご覧になれます

▶▶村の一般会計村の一般会計  6,6346,634万円万円増額増額　　住民住民１人当たり１人当たり7,0007,000円分の商品券を円分の商品券を

▶▶㈱㈱ひえづ村づくり公社ひえづ村づくり公社っってなに？てなに？

▶▶村民村民イインタビュー ンタビュー 「いちごの広場」「いちごの広場」のみなさんのみなさん

66月定例会月定例会 ようこそ「くつろぎカフェ」へ　 関連記事は2ページに



い
ち
ご
の
広
場
の
こ
れ
ま
で
は

河
原
さ
ん　
い
ち
ご
の
広
場
は
、
平
成
13

年
に
日
吉
津
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
一
室
を

借
り
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
24
年

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ち
ご
の
広
場
」

と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
、平
成
27
年
に「
く

つ
ろ
ぎ
カ
フ
ェ
い
ち
ご
」
の
営
業
を
開
始
、

令
和
５
年
に
「
ね
ぎ
ハ
ウ
ス
」
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
平
均
20
人
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

い
ち
ご
の
広
場
に
来
ら
れ
た

き
っ
か
け
は

鈴
木
さ
ん　
い
ち
ご
の
広
場
に
来
て
１
年

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
営
業
を
し
た
り
、

農
業
も
し
ま
し
た
。
ね
ぎ
作
り
も
し
て
い
ま

し
た
。
障
が
い
者
の
方
と
一
緒
に
仕
事
を
す

る
機
会
が
あ
り
、
障
が
い
者
の
方
の
魅
力
に

ひ
か
れ
、
こ
の
人
た
ち
の
役
に
立
ち
た
い
と
、

福
祉
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

日
吉
津
で
、
働
い
て
ど
う
で
す
か

山
田
さ
ん　
利
用
者
さ
ん
の
飾
ら
な
い
と

こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

　

い
ち
ご
の
広
場
の
ね
ぎ
作
り
で
、
皆
さ
ん

が
自
主
的
に
動
か
れ
る
秘
訣
は
作
業
工
程
の

分
か
り
や
す
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
吉
津
の
方
は
、
歩
い
て
い
る
と
、
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
地
域
か
ら
も
見
守

ら
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ
え
づ
は
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
勉
強
す
る
場

は
、
他
に
は
な
い
し
、
み
ん
な
で
見
守
っ
て

い
る
感
じ
で
、
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
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今回のインタビューは多機能
型障がい福祉サービス事業
所の「いちごの広場」の皆さ
んにお話をうかがいました。

村民インタビュー

▲合いことばは、「やればできる」

やればできるやればできる！！

河
かわ

原
はら

 道
みち

弘
ひろ

さん
（理事長）

鈴
すず

木
き

 宏
ひろ

美
み

さん
（支援員）

山
やま

田
だ

 麻
ま

樹
き

子
こ

さん
（支援員）

今日も一日がんばりました今日も一日がんばりました

みんなでみんなで
働く喜び働く喜びを！を！



い
ち
ご
の
広
場
に
長
く
関
わ
っ
て

き
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

河
原
さ
ん　
「
人
前
で
も
発
表
が
う
ま
く

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
ね
ぎ
の
作
業
が

上
手
に
な
っ
た
」
な
ど
、
成
長
を
間
近
に
見

れ
る
こ
と
が
こ
の
職
場
の
一
番
の
魅
力
で
す
。

　

成
人
式
と
い
う
人
生
の
節
目
に
立
ち
合
え

た
時
「
あ
〜
ッ
、
良
か
っ
た
」
と
思
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
で
働
い
て
ど
う
で
す
か

宮
川
さ
ん　
昨
年
か
ら
村
内
の
自
宅
か
ら

歩
い
て
通
所
し
て
い
ま
す
が
、
田
ん
ぼ
や
畑

が
い
っ
ぱ
い
で
い
い
所
で
す
。

　

仕
事
は
喫
茶
と
ネ
ギ
を
箱
に
入
れ

る
こ
と
で
す
。
楽
し
い
で
す
。

　

喫
茶
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は

清
け
つ
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

月
曜
日
は
ド
リ
ン
ク
１
０
０
円
な

の
で
、
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

水
津
さ
ん　
通
所
３
年
目
く
ら
い
で
す
。

色
ん
な
事
業
所
に
行
っ
て
た
け
ど
、
接
客
を

や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
、
や
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
顔
な
じ
み
の
お
客
さ
ん
と

は
仲
良
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ち
ご
の
広
場
の
こ
れ
か
ら

河
原
さ
ん　
こ
れ
ま
で
試
行
錯
誤
を
し
な

が
ら
前
向
き
に
、
あ
れ
こ
れ
考
え
て
き
ま
し

た
。
土
を
育
て
る
、
草
取
り
を
す
る
、
ハ
ウ

ス
の
中
で
苗
を
育
て
る
。
そ
の
人
の
得
意
な

こ
と
が
ド
ン
ド
ン
増
え
て
い
く
の
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
、
支
援
を
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
自
主
性
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。作
業
も
意
欲
的
に
な
り
、早
く
な
っ

て
、
他
の
農
家
さ
ん
の
分
ま
で
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ね
ぎ
の
畑
を
も
う
ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る
か

な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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▲「ねぎハウス」の作業風景

やればできるやればできる！！
村民インタビュー

　
一
日
の
作
業
を
終
え
、
満
足
感
に
あ
ふ

れ
た
み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

村民

インタビ
ュー

村民

インタビ
ュー

宮
みや

川
がわ

 みゆきさん
（利用者）

水
すい

津
づ

 保
たもつ

さん
（利用者）



議
案
第
25
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

主
な
事
業
（
支
出
）

●
地
方
魅
力
発
信
事
業　
２
３
０
万
円

　

村
内
外
へ
の
魅
力
発
信
の
た
め
、
利
便
性

の
高
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
。
職
員
が
情
報
発
信
を
効
果
的
に
行
え
る

よ
う
仕
様
を
整
え
る
。

●
地
方
創
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業　
４
０
０
万
円

　

県
内
で
活
躍
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
や

メ
デ
ィ
ア
に
委
託
し
て
情
報
発
信
し
た
り
、

昨
年
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
「
夏
香
鮎
」
の
つ
か

み
取
り
イ
ベ
ン
ト
や
、
日
吉
津
の
魅
力
を
題

材
に
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
、
ひ
え

づ
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
取
リ
組
む
。

●
ひ
え
づ
元
気
回
復
商
品
券
事
業　

　
２
６
１
８
万
円

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
村
在
住
者
一
人

当
た
り
７
千
円
分
の
商
品
券
を
発
行
（
９
月

中
下
旬
に
配
布
予
定
）。

●
地
方
創
生
２
・
０
新
た
な
産
業
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

�

４
２
０
０
万
円

　

イ
チ
ジ
ク
等
、
加
温
栽
培
の
試
験
ハ
ウ
ス

２
棟
を
村
直
営
で
整
備
。
新
規
特
産
品
開
発

に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
。

QQ
　

村
の
施
設
と
し
て
ど
の
よ
う
な
管
理

運
営
を
行
う
の
か
。
明
ら
か
に
し
て
か

ら
着
手
を
。

A
　

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
今
後
十
分

検
討
し
な
が
ら
、
年
内
の
建
設
を
予
定

し
た
い
。

そ
の
他
の
議
案

議
案
第
22
号

み
ん
な
で
創
る
ひ
え
づ
未
来
会
議
条
例

　

総
合
計
画
審
議
会
と
地
方
創
生
推
進
会
議

を
一
体
化
し
、
名
称
を
改
め
る
。

議
案
第
23
号

村
特
別
職
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

ひ
え
づ
未
来
会
議
委
員
の
報
酬
決
定
。

議
案
第
24
号

村
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

し
尿
の
汲
み
取
り
手
数
料
18
㍑
あ
た
り
２

６
１
円
を
、
２
７
７
円
に
引
き
上
げ
。

議
案
第
26
号

鳥
取
県
行
政
不
服
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議

　

箕
蚊
屋
中
学
校
組
合
の
解
散
に
伴
い
、
規

約
か
ら
削
除
す
る
た
め
の
変
更
。

住民１人当たり住民１人当たり
一般会計予算　6,634万円を増額一般会計予算　6,634万円を増額
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定例会定例会
６６月月

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
を
、
６
月
９
日
か
ら
19
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

議
案
は
、
令
和
８
年
度
補
正
予
算
１
件
、
人
事
案
件
（
同
意
・
諮
問
）
12
件
、
条
例

の
設
置
・
一
部
改
正
３
件
、
そ
の
他
議
案
４
件
、
専
決
処
分
２
件
、
陳
情
１
件
な
ど

を
審
議
し
、
全
23
件
を
可
決
・
同
意
・
承
認
し
ま
し
た
。

7,0007,000円分の円分の商品券発行商品券発行
第７次村総合計画の 基本計画 　　　　　も承認後期５年間

条例改正・補正予算・人事案件

▲海浜運動公園２期工事の完成イメージ



議
案
第
27
号

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
に
か
か
る
事
務

委
託
規
約
を
定
め
る
協
議　

鳥
取
市
・
米
子
市
以
外
の
17
市
町
村
が
、
県
の

委
員
会
へ
事
務
委
託
す
る
た
め
の
協
議
。

議
案
第
28
号

第
７
次
村
総
合
計
画
後
期
計
画
を
定
め
る

村
総
合
計
画
（
10
年
間
）
の
令
和
８
年
か
ら
５

年
間
の
後
期
計
画
を
定
め
る
も
の
。

QQ
　

総
合
計
画
に
障
が
い
者
や
高
齢
者
へ
の

支
援
が
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
。

A
　

高
齢
者
へ
の
記
述
は
多
く
な
い
が
福
祉
、

健
康
、
生
涯
学
習
な
ど
に
お
い
て
、
世
代

を
限
ら
ず
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

QQ
　

審
議
会
か
ら
の
数
々
の
指
摘
事
項
に
つ

い
て
、
反
映
さ
れ
た
か
。

A
　

計
画
書
の
文
言
を
修
正
し
た
り
、
今
後

の
検
討
事
項
と
し
て
適
宜
反
映
し
て
い
る
。

QQ
　
「
下
水
道
料
金
の
適
正
化
」
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
　

20
年
以
上
据
え
置
き
、
減
免
も
し
て
き

た
。今
後
は「
料
金
の
見
直
し
」、ま
た「
料

金
体
系
の
見
直
し
」
を
行
う
。

QQ
　

主
な
施
策
も
記
載
さ
れ
て
な
い
の
で
、

村
民
に
は
、
村
の
方
向
性
が
分
か
ら
な
い
。

A
　

不
十
分
な
点
は
、
個
別
計
画
や
そ
の
検

討
の
な
か
で
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

【
人
事
案
件
】（
敬
称
略
）

●
農
業
委
員

斎
下
博
三
、
山
西　

昇
、

川
口
剛
敏
、
生
村
好
実
、

石
原
惠
一
、
福
本
康
徳
、

尾
村
真
澄
、
田
中
泰
栄

（
任
期
）
令
和
11
年
７
月
19
日
ま
で

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

稲
田
眞
人
、
長
谷
岡
淳
一
、

　

松
本
二
三
子

（
任
期
） 

令
和
11
年
６
月
23
日
ま
で

●
人
権
擁
護
委
員

　

西　

珠
生

（
任
期
）
令
和
11
年
12
月
31
日
ま
で

議
案
第
21
号

●�
第
２
期
海
浜
運
動
公
園
再
整
備
事

業
設
計
施
工
一
括
請
負
契
約

　
　
　
　
５
億
８
７
４
０
万
円

専
決
処
分
の
承
認（
２
件
）

●�

村
税
条
例
の
一
部
改
正

●�

令
和
７
年
度
村
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
11
回
）

住民１人当たり住民１人当たり

開
会
日
に
議
決
さ
れ
た
案
件

一般会計予算　6,634万円を増額一般会計予算　6,634万円を増額
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 反対討論 　（前田議員）
　総合計画を決定する審議会に、地方創生推進会議を合体させて、曖昧な名称に変えるのは、今後の村づ
くりにとってマイナスだ。
 賛成討論 　（松田議員）
　第７次総合計画及び第３次地方創生総合戦略の委員会を一括管理することは、総合的・
効率的・効果的で賛成だ。

 反対討論 　（前田議員）
　今回の基本計画に主な施策についての記載はなく内容が不十分、審議会も１回のみの開催でプロセスに
も問題あり、今一度検討を重ねるべきだ。
 賛成討論 　（松田議員）
　計画の策定においては、パブリックコメントや「ふらっとde委員会」での意見を反映し、
審議会で決定したもので、賛成だ。

賛成多数で
可決

賛成多数で
可決

第７次村総合計画の 基本計画 　　　　　も承認

討論

討論

議案第22号　みんなで創るひえづ未来会議条例

議案第28号　第７次村総合計画後期計画について

条例改正・補正予算・人事案件



議案番号 件　　　名 斉田 加藤 江田 長谷川 前田 石原 河中 橋井 松田 山路

第21号 第２期日吉津村海浜運動公園再整備事業設計施工
一括請負契約について ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ─

第22号 みんなで創るひえづ未来会議条例 ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ─

第25号 令和８年度日吉津村一般会計補正予算について ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ × ◯ ─

第28号 第７次日吉津村総合計画を定めることについて ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ─

（議長は採決に参加しません）

【総務経済常任委員会付託案件】
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「非核3原則の堅持を求める意見書を貴議会から提出するよう求める陳情」
【陳情者】原水爆禁止鳥取県協議会　理事長　山上 英明 

　６月定例会では、３件の陳情が提出され、このうち２件が「総務経済常任委員会」に審査を
付託されました。１件は議員への供覧のみとなりました。２件について、委員会の結果報告を
受けて、本会議にて採決を行いました。
　陳情第11号「米子境港間の高規格道路ルート帯案1（国道431号の道路空間を活用する案）
における日吉津村への影響の懸念を国土交通省等へ伝えることを求める陳情」については、継
続審査となりました。

※�陳情（ちんじょう）とは、国や地方公共団体などの公的機関に対し、地域の課題や実情を訴えて特定の措置を
講じるよう（または講じないよう）要望する行為です。

陳 情
第 ３ 号

本会議結果

採 択採 択 採 択採 択

委員長報告

陳情２件陳情２件をを審査しました審査しました

議案議案のの審議結果審議結果 賛否の分かれた議案

陳情・議案の審議結果

（全会一致） （全会一致）

討論なし
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【主な調査内容と考察】　
　デイサービスセンターは、風呂場等施設内
をリニューアルした。利用者が快適に過ごせ
るように、動線も工夫されていた。昨年10月
のスタート時より、利用者も増えて、順調に
経過しているようである。
　筋力トレーニングルームは最新の器具が取
り入れられ、全年齢型フィットネスジムに形
態が変わった。しかし高齢者が体力的にどこ
まで利用できるか、少し不安が残る。
　社会福祉協議会には、ニーズに沿った福祉活動をすることが求められている。
　行政としては、その効果や意義をPRし 、村民誰ものよりどころになるよう手厚い支援が求
められる。

【主な調査内容と考察】　
　旧うなばら荘の室内は思っていた以上にきれいだった。食物残渣を燃料にしたバイオマス発
電を検討していると説明されたが、不明確なことが多い。レストランは７月に先行オープンす
ると説明を受けた。

　海浜運動公園のキャンプ場はリニューアル
オープンしてから多くのお客さんが訪れ、好
調のようだが、今後も利用者が減少しないよ
う努力していただきたい。
　ひえづマルシェではソフトクリームの売り
上げが好調である。天井から垂れ下がってい
る大きなソフトクリームのオブジェがSNS映
えしている。今後も新鮮市場の他店舗との相
乗効果を期待したい。

教育民生常任委員会教育民生常任委員会

総務経済常任委員会総務経済常任委員会

●期　　日　令和８年４月13日
●調査項目　社会福祉センター等の運営と地域福祉について

●期　　日　令和８年５月19日
●調査項目　�ひえづ村づくり公社の事業と海浜エリアの

状況について

議会閉会中に、各委員会で村の重要課題について調査を行いました。

▲旧うなばら荘の駐車場

委員会調査報告

社会福祉センター社会福祉センター
旧うなばら荘の旧うなばら荘の現地調査現地調査

▲社会福祉センター



【
役
員
】	

・
代
表
取
締
役　
三
鴨　
真
樹

　
　

	

・
取
締
役　
中
田　
達
彦
（
村
長
）

　
　

	
・
監
査
役　
小
原　
義
人
（
副
村
長
）

【
資
本
金
】	・
日
吉
津
村　

	

50
万
円

　

	
・
㈱
伯
耆
の
き
の
こ	

40
万
円

　

	

・
ひ
え
づ
物
産　

	

10
万
円

【
設
立
】	

令
和
７
年
５
月

海
浜
運
動
公
園
の
指
定
管
理

　

海
浜
運
動
公
園
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
が
新
設
さ
れ
た
。
今
ま
で
の
バ
ン
ガ

ロ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
含
め
た
管
理

運
営
に
、
年
２
０
０
万
円
を
３
年
間
補
助

し
、
委
託
す
る
。

ひ
え
づ
マ
ル
シ
ェ
の
運
営

　

新
鮮
市
場
内
に
、
村
費
を
約
４
５
０
０

万
円
投
下
し
オ
ー
プ
ン
。
メ
イ
ン
は
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
で
、
地
元
の
物
品
販
売
や
、

賃
借
料
を
ひ
え
づ
物
産
に
支
払
っ
て
い
く
。

海
浜
運
動
公
園

管
理
人　

柴し
ば

田た

祐ゆ
う

樹き

さ
ん
・
裕ひ

ろ

美み

さ
ん

祐
樹
さ
ん　

大
阪
出
身
で
す
が
、
西
部

消
防
に
13
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
間

に
結
婚
し
、
将
来
は
宿
泊
業
を
し
て
み
た

い
と
思
い
、
今
は
こ
こ
で
勉
強
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

裕
美
さ
ん　

私
は
岡
山
県
北
の
出
身
で

す
が
、
日
南
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師
で

し
た
。
地
域
の
活
性
化
に
関
わ
り
た
く
て
、

夫
と
共
に
こ
こ
で
働
い
て
い
ま
す
。

祐
樹
さ
ん　

全
く
経
験
な
く
不
安
が
大

き
か
っ
た
の
で
す
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん

は
、
こ
こ
へ
の
愛
着
が
強
い
で
す
。
管
理

面
で
は
何
よ
り
広
い
施
設
の
清
掃
や
植
栽

な
ど
が
大
変
で
す
。

裕
美
さ
ん　

今
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
仲
良
く
な
っ
て
、
そ
の
皆
さ
ん
の
協
力

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ってなに？ってなに？
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追跡

▲多くの方の利用を待っています

▲管理人の柴田さん夫婦

㈱
ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の
事
業
に
注
目

㈱ひえづ村 づくり公社㈱ひえづ村 づくり公社
公
社
の
概
要



ひ
え
づ
マ
ル
シ
ェ店

長　

大お
お

山や
ま

亜あ

佐さ

子こ

さ
ん

　

石
川
県
出
身
で
能
登
の
復
興
支
援
の
イ

ベ
ン
ト
を
、
鳥
取
県
内
で
や
っ
た
時
の
出

会
い
か
ら
、
今
こ
こ
に
い
ま
す
。

　

現
在
フ
ル
タ
イ
ム
の
ス
タ
ッ
フ
２
人
と

パ
ー
ト
３
人
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
水
・

木
曜
日
は
お
休
み
、
土
日
は
４
人
体
制
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
品
質
を
維
持
す
る

こ
と
は
大
変
で
す
。
こ
こ
に
入
れ
た
機
器

は
、
イ
タ
リ
ア
製
で
、
そ
の
都
度
複
雑
な

調
整
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
温
度
や
空
気
の

含
有
率
、
い
ち
ご
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど

素
材
と
の
微
調
整
な
ど
が
必
要
で
緊
張
し

ま
す
。

　

現
在
、
お
菓
子
な
ど
を
村
内
の
10
ヵ
所

の
お
店
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
。
ど
な
た

も
、
製
品
へ
の
想
い
が
深
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
つ
な
が
っ
て
い
け
る
場
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
村
づ
く
り
公
社
立
ち
上
げ
は
、「
日
吉
津

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
一
緒
に
や
っ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
額
が

減
っ
て
き
て
い
た
頃
で
、
返
礼
品
開
発
を
や

る
こ
と
で
、
日
吉
津
村
全
体
の
売
り
上
げ
が

伸
び
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
海
浜
運
動
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
も
、
ひ
え
づ

マ
ル
シ
ェ
も
、
今
の
と
こ
ろ
順
調
で
喜
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
は

レ
ン
タ
ル
品
や
食
材
も
注
文
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
来
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

　
マ
ル
シ
ェ
の
方
で
は
、
季
節
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
開
発
の
た
め
、
日
吉
津
の
農
家
さ

ん
と
「
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
よ
」
と
い
う
、

良
い
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

議会ひえづNo.187　令和８年８月１日　発行9

▲マルシェのユニークなオブジェ

三
鴨
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

㈱ひえづ村 づくり公社㈱ひえづ村 づくり公社
追跡

▲すてきなユニフォームですね（左から２人目が大山店長）

▲意欲を語る三鴨社長

追跡



QQ
　

中
田
村
長
が
目
指
す
村
づ
く
り

と
は
。

A
村　
長

　

海
浜
運
動
公
園
の
キ
ャ
ン
プ
場

が
完
成
し
、
２
期
工
事
の
予
算
も
議
決
さ

れ
、
工
事
も
始
ま
る
。
来
年
に
は
供
用
開

始
さ
れ
る
。
本
年
度
で
予
定
さ
れ
て
い
る

ハ
ー
ド
事
業
が
終
わ
る
。

　

来
年
４
月
の
村
長
選
に
出
馬
し
た
い
と

思
う
。

　
「
日
吉
津
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
柱
と
し
て
、

日
吉
津
で
生
ま
れ
、
日
吉
津
で
育
つ
人
を

増
や
し
な
が
ら
、
あ
れ
も
こ
れ
も
で
は

な
く
、〝
あ
れ
と
こ
れ
〟
と
的
を
絞
っ
て
、

身
の
丈
に
あ
っ
た
村
づ
く
り
を
行
う
。

QQ
　

柱
と
な
る
事
業
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
。

A
村　
長

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
１
０
０
年
先

も
住
み
よ
い
日
吉
津
村
づ
く
り
」
で
あ

る
。「
住
み
よ
い
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、

第
７
次
日
吉
津
村
総
合
計
画
を
策
定
し
た
。

み
ん
な
で
創
る
村
、
元
気
な
村
、
住
み
続

け
た
い
村
を
柱
に
し
て
い
る
。

　

み
ん
な
で
創
る
。
参
画
と
協
働
と
い
っ

た
と
こ
ろ
を
大
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
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加藤　修 議員加藤　修 議員

村
長　

３
期
目
に
出
馬
し

　
　
　

住
み
よ
い
村
を
作
り
ま
す

中
田
丸
の
村
づ
く
り
は

副
村
長
就
任
後
の
行
政
体
制
は

副
村
長
就
任
後
の
行
政
体
制
は  

斉斉さ
い
さ
い
田田たた

　　
光光て

る
て
る
門門ゆ

き
ゆ
き  

議
員
議
員

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
の

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
の

反
応
は

反
応
は

松松ま
つ
ま
つ
田田だだ

　　
悦悦え

つ
え
つ
郎郎ろ

う
ろ
う  

議
員
議
員

中
田
丸
の
村
づ
く
り
は

中
田
丸
の
村
づ
く
り
は

加加かか

藤藤と
う
と
う

　　
修修お

さ
む

お
さ
む    

議
員
議
員

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の
状
況
は

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の
状
況
は

長長はは

谷谷せせ

川川が
わ
が
わ
康康や

す
や
す
弘弘ひ

ろ
ひ
ろ  

議
員
議
員

総
合
計
画
の
見
直
し
と
村
民
参
画

総
合
計
画
の
見
直
し
と
村
民
参
画

前前ま
え
ま
え
田田たた

　　
昇昇の

ぼ
る

の
ぼ
る  

議
員
議
員

空
調
作
業
服
購
入
費
の
補
助
を

空
調
作
業
服
購
入
費
の
補
助
を

石石い
し
い
し

原原は
ら
は
ら

　　
浩浩ひ

ろ
ひ
ろ

明明あ
き
あ
き  

議
員
議
員

��

旧
う
な
ば
ら
荘
の
再
開
は
い
つ
か

旧
う
な
ば
ら
荘
の
再
開
は
い
つ
か

橋橋は
し
は
し
井井いい

　　
満満み

つ
み
つ
義義よ

し
よ
し  

議
員
議
員

��

介
護
職
の
人
手
不
足
の
打
開
策
は

介
護
職
の
人
手
不
足
の
打
開
策
は

江江ええ

田田だだ

　　
加加かか

代代よよ  

議
員
議
員

福
祉
の
村
ひ
え
づ
で

福
祉
の
村
ひ
え
づ
で

笑
顔
づ
く
り
を

笑
顔
づ
く
り
を河河か

わ
か
わ

中中な
か
な
か

　　
博博ひ

ろ
ひ
ろ

子子ここ  

議
員
議
員

P.11 P.11 P.10

P.13 P.12 P.12

P.14 P.14 P.13

村
政
を

村
政
を

村
政
を

〝
日
曜
議
会
〞
９
名
の
議
員
が

問
う
問
う

一般質問

▲住みよい村づくりに取り組む（村長）



QQ
　

①
副
村
長
の
選
任
理
由
と
役
割

は
。

②
就
任
後
、
行
政
体
制
は
ど
う
変
化
し
た

か
。A

村　
長

　

①
昨
年
４
月
、
地
方
創
生
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
小

原
副
村
長
を
選
任
し
た
。

　

役
割
は
村
長
の
補
佐
、
そ
の
命
を
受
け

て
政
策
や
企
画
立
案
を
行
う
こ
と
や
、
職

員
の
事
務
の
監
督
を
す
る
こ
と
。

②
事
務
の
決
済
権
限
の
見
直
し
を
行
い
、

副
村
長
の
権
限
で
で
き
る
も
の
を
増
や
し

た
。

　

対
外
的
に
も
内
部
的
に
も
村
長
の
代
理

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
外
郭
団

体
で
は
㈱
ひ
え
づ
物
産
の
取
締
役
な
ど
を

務
め
て
い
る
。

　

旧
う
な
ば
ら
荘
開
業
に
向
け
た
業
者
と

の
交
渉
協
議
を
行
う
。
各
課
業
務
の
相
談

指
導
や
人
事
管
理
な
ど
幅
広
く
行
っ
て
い

る
。
村
長
不
在
時
、
課
長
や
職
員
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
は
、
海
浜
運
動
公
園

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の
進
捗
管
理
や
関

係
者
と
の
調
整
に
お
い
て
、
副
村
長
の
役

割
は
大
き
い
と
認
識
す
る
。
村
民
と
の
対

話
や
、
村
と
し
て
総
合
的
な
成
果
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
む
。

QQ
　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
修
繕
・
改

修
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
村
民
の
反
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
村　
長

　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
介
護
予

防
さ
さ
え
あ
い
サ
ポ
ー
ト
拠
点
と
し
て
整

備
し
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
と
住
民
交
流

の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

併
せ
て
約
１
億
円
の
工
事
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
で
は
、
若
い
世
代

か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
を
対
象
と
し
て
整

備
し
て
い
る
。
若
年
期
か
ら
の
健
康
づ
く

り
を
行
い
、
高
齢
期
の
フ
レ
イ
ル
予
防
を

ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、「
高
齢
者
が
行
く
場
所
で
な

く
な
っ
た
」「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
は
高

齢
者
に
は
使
い
に
く
い
」
な
ど
、
戸
惑

い
の
声
も
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
必
要
な
説
明
を
行
い
、

使
い
や
す
い
場
所
と
な
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

QQ
　

利
用
料
金
を
安
く
さ
れ
た
い
。

　
A
福
祉
保
健
課
長

　

今
後
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
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斉田光門 議員斉田光門 議員

松田悦郎 議員松田悦郎 議員

村
長　

適
切
な
役
割
分
担
で

安
定
し
た
村
運
営 

副
村
長
就
任
後
の
行
政
体
制
は 

村
長　

戸
惑
い
の
声
も
伺
っ
て
い
る

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
の反応

は

▲改修された福祉センターとフィットネスジム

▲重要プロジェクトの打ち合わせ

一般質問



QQ
　

総
合
計
画
は
、
村
の
最
上
位
計

画
で
あ
り
、
基
本
計
画
は
今
後
５

年
間
、
ど
ん
な
施
策
に
取
り
組
む
の
か
村

民
と
共
有
す
べ
き
計
画
だ
。
主
な
施
策
も

記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A
村　
長

　

村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ふ
ら
っ
と

de
委
員
会
、
総
合
計
画
審
議
会
な
ど
で
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
施
策
の

状
況
は
毎
年
変
化
す
る
の
で
、
実
施
計
画

の
な
か
で
、
具
体
的
な
施
策
を
示
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
各
種
施
策
の
個
別
計
画
も
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

QQ
　

計
画
の
内
容
に
も
、
数
々
の
疑

問
点
が
あ
る
。
各
項
目
に
、
Ｋ
Ｐ

Ｉ（
成
果
目
標
指
標
）が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
果
た
し
て
村
民
の
立
場
か
ら
期
待
す

る
指
標
に
な
っ
て
い
る
か
。
例
え
ば
、
観

光
客
を
大
幅
に
増
や
す
と
し
て
い
る
。
経

済
効
果
を
期
待
す
る
と
い
う
意
図
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
う
い
っ
た
説
明
も
さ
れ
て

い
な
い
。
村
民
か
ら
み
れ
ば
、
日
常
生
活

の
面
で
不
安
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

善
後
策
と
し
て
、
総
合
計
画
の
冊
子
作

成
の
際
、
重
要
施
策
に
つ
い
て
は
追
記
す

る
な
ど
工
夫
さ
れ
た
い
。

A
村　
長

　

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
期
待
さ
れ

る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
つ
く
る
の
は
難
し
さ
も
あ
る
。

ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
、
効
果
を
あ
げ
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
実

施
計
画
の
作
成
の
際
に
は
、
村
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

QQ
　

猛
暑
の
中
、
屋
外
で
作
業
さ
れ

る
農
業
者
の
た
め
に
、
冷
却
機
能

付
き
作
業
服
の
購
入
費
を
補
助
し
て
は
ど

う
か
。

A
村　
長

　

県
内
の
自
治
体
に
お
い
て
、
一

定
規
模
以
上
の
販
売
農
家
を
対
象
と
し
た

補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て

い
る
。
熱
中
症
対
策
と
し
て
有
効
だ
と
考

え
る
。
他
の
自
治
体
の
事
例
や
財
源
等
も

含
め
て
研
究
し
て
み
た
い
。

QQ
　

農
機
具
修
理
な
ど
へ
の
補
助
の

検
討
は
ど
う
な
っ
た
か
。

A
村　
長

　

他
県
に
お
い
て
は
、
一
定
規
模

以
上
の
農
地
耕
作
者
に
補
助
制
度
を
設
け

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
規
模
拡
大
が
図

ら
れ
る
と
か
、
効
率
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、

補
助
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
生
産
性
が
向

上
す
る
も
の
や
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支

援
す
る
観
点
で
行
っ
て
い
る
。

　

県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
は
取
り

組
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
。

　

制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
対
象
者
を
ど
の
範
囲
に

し
て
い
く
の
か
、
ど
う
い
っ

た
機
械
の
ど
の
程
度
の
修
理

を
対
象
と
す
る
か
な
ど
慎
重

に
検
討
す
べ
き
事
項
が
多
く
、

決
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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前田　昇 議員前田　昇 議員

石原浩明 議員石原浩明 議員

村
長　

実
施
計
画
の
作
成
を
す
す
め
る

総
合
計
画
の
見
直
し
と
村
民
参
画

村
長　

財
源
等
も
含
め
て

研
究
し
て
み
た
い

空
調
作
業
服
購
入
費
の
補
助
を

一般質問

▲�熱中症対策に冷却機能付き
作業服を

▲ふらっとde委員会の模様



QQ
　

子
育
て
支
援
の
施
策
は
あ
る
が
、

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
施
政

方
針
や
村
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
総
合
計

画
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
。

A
村　
長

　

高
齢
者
の
方
へ
の
支
援
も
継
続

し
て
行
っ
て
い
る
が
、
あ
え
て
そ
こ
で
高

齢
者
と
い
う
区
分
を
す
る
の
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
方
が
健
康
で
暮
ら
し
や
す
い
村

づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
言
い
方
に
し
た
。

QQ
　

住
民
の
３
・
５
人
に
１
人
は
高

齢
者
で
あ
る
。
高
齢
者
支
援
と
し

て
施
策
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
村　
長

　

高
齢
者
の
方
に
福
祉
の
充
実
を

と
い
う
表
現
は
し
て
い
な
い
が
、
子
育
て

支
援
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
地
域
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
住
民
同
士
の
支
え
あ
い
と
、
行
政
・

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
福
祉
の
推

進
を
重
視
し
て
い
る
。

QQ
　

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
は
、
海

浜
運
動
公
園
の
指
定
管
理
、
日
吉

津
マ
ル
シ
ェ
開
店
な
ど
村
の
知
名
度
を
高

め
る
た
め
貢
献
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
は

ど
う
か
。
マ
ル
シ
ェ
の
売
り
上
げ
は
順
調

か
う
か
が
う
。

　

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
は
村
の
特
産
品

の
開
発
・
販
売
も
し
て
お
り
、昨
年
は「
夏

香
鮎
」
を
開
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
新

し
い
商
品
は
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ

れ
ら
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な

る
と
思
う
が
、
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
額
を
ど
う
予
測
す
る
か
。

A
村　
長

　

３
月
に
ひ
え
づ
マ
ル
シ
ェ
を

オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
度
か
ら
は
海
浜
運
動

公
園
の
指
定
管
理
も
行
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
短
期
間
で
は
あ
る
が
順
調
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
て
い
る
。
特
に
マ
ル
シ
ェ
に
つ

い
て
は
、
オ
ー
プ
ン
直
後
か
ら
売
り
上
げ

が
好
調
で
あ
り
、
洋
菓
子
の
販
売
に
お
い

て
も
堅
調
に
推
移
し
、
事
業
者
か
ら
生
産

が
間
に
合
わ

な
い
と
い
う

声
も
あ
が
っ

て
い
る
。

　

特
産
品
の

開
発
に
つ
い

て
は
昨
年
度

「
夏
香
鮎
」

を
販
売
し
た
。
ま
た
、
イ
チ
ジ
ク
の
先
進

地
視
察
も
行
っ
た
。
今
後
村
の
支
援
を
継

続
し
、
イ
チ
ジ
ク
の
特
産
品
化
を
進
め
る

な
ど
、
村
と
公
社
が
連
携
し
村
内
の
農
林

水
産
物
、
観
光
資
源
、
加
工
技
術
な
ど
を

活
用
し
た
商
品
開
発
を
引
き
続
き
行
い
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
は
、
令
和
７

年
度
は
前
年
度
比
15
・
４
％
増
の
４
千
６

０
０
万
円
。
今
年
の
５
月
末
で
は
前
年
度

比
27
・
８
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
本

年
度
も
昨
年
度
以
上
の
伸
び
率
を
目
指
し

て
い
く
。
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河中博子 議員河中博子 議員

長谷川康弘 議員長谷川康弘 議員

村
長　

地
域
福
祉
の
推
進
を
重
視

福
祉
の
村
ひ
え
づ
で笑顔

づ
く
り
を

村
長　

マ
ル
シ
ェ
は
売
り
上
げ
好
調

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の
状
況
は

▲期待される「ひえづマルシェ」

▲まくれんカラダ体操
〜社協にて〜　　

一般質問



QQ
　

介
護
保
険
の
基
本
報
酬
の
引
き

下
げ
以
降
、
特
に
在
宅
介
護
の
要

で
あ
る
訪
問
介
護
事
業
者
が
経
営
難
に
陥

り
、
倒
産
や
廃
業
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
国
で
は
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
事
業
の
減
収
分
を
支
援
金
と
し
て
給
付

す
る
自
治
体
も
あ
る
。
広
域
連
合
副
連
合

長
と
し
て
介
護
事
業
所
へ
の
支
援
の
考
え

は
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
国
に
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
を

し
な
い
よ
う
提
言
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

A
村　
長

　

介
護
保
険
は
全
国
共
通
の
制
度

で
あ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
経

営
状
況
、
介
護
人
材
の
確
保
、
利
用
者

負
担
な
ど
、
国
が
総
合
的
に
勘
案
し
定

め
て
い
る
。
国
へ
の
提
言
に
つ
い
て
は

全
国
町
村
会
を
通
じ
て
「
介
護
現
場
の

実
状
を
把
握
し
た
上
で
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
検
討

を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
」
要
望
し

て
い
る
。

　

介
護
事
業
所
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ

の
場
で
副
連
合
長
と
し
て
の
答
弁
は
控

え
る
。

QQ
　

村
民
の
方
か
ら
、
い
つ
オ
ー
プ

ン
す
る
の
か
、
大
丈
夫
か
、
不
安

の
声
を
い
た
だ
く
。
次
の
点
に
つ
い
て
回

答
を
求
め
る
。

①
４
月
19
日
開
催
の
事
業
者
に
よ
る
説
明

会
の
目
的
と
主
旨
は
何
だ
っ
た
の
か
。

②
具
体
的
な
事
業
再
開
は
い
つ
か
。

③
温
泉
を
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
よ
り
加
温

す
る
説
明
だ
っ
た
。
生
ゴ
ミ
を
利
用
し
た

設
備
事
業
を
補
助
金
を
得
て
行
う
主
旨
で

あ
っ
た
が
、
村
は
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。

④
生
ゴ
ミ
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

施
設
は
ど
こ
に
建
て
る
の
か
、
ま
た
臭
気

対
策
は
ど
う
な
の
か
。

⑤
こ
の
事
業
の
再
開
は
度
々
延
長
さ
れ
た
。

信
頼
関
係
に
疑
念
が
残
る
。
当
該
事
業
者

（
Ｒ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
信
用
調
査

の
実
状
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

A
村　
長

　

①
Ｒ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
会

社
概
要
や
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
の
説

明
会
だ
っ
た
。
進
展
が
あ
れ
ば
説
明
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

②
レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
を
７
月
に
開
始
す
る

と
聞
い
て
い
る
。

③
事
業
者
が
実
施
主
体
で
あ
り
、
国
か
ら

交
付
を
受
け
る
も
の
で
、
村
と
し
て
も
協

力
し
た
い
。

④
旧
う
な
ば
ら
荘
東
側
奥
の
村
有
地
で
計

画
さ
れ
て
い
る
。

⑤
信
用
性
に
つ
い
て
の
問
題
は
無
い
と
考

え
て
い
る
。
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橋井満義 議員橋井満義 議員

 江田加代 議員 江田加代 議員

村
長　

レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
は
７
月
に

旧
う
な
ば
ら
荘
の
再
開
は
い
つ
か

村
長　

全
国
町
村
会
を
通
じ
て

国
に
要
望
し
て
い
る

介
護
職
の
人
手
不
足
の
打
開
策
は

一般質問

▲ホームヘルプサービスの復活を

▲旧うなばら荘の館内調査
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大変良かった 5 ⚫平日はスケジュールがある。

まあまあ良かった 3
⚫ひえづチャンネルで時々議会を見ますが、一度リアルで見ることができ興味がわき

ました。　
⚫イメージがわきやすい。

あまり良くなかった 1 ⚫村民視点になっていない質問があった。

その他 2 ⚫住みやすい小さな村の村民としてこれからもよろしくお願いします。
⚫落胆でしかない。

　日吉津村議会では村民の皆様に議会活動に関心を持っていただけるように、３回目
の日曜議会を開催しました。傍聴者18名にアンケート調査を依頼し、11名の方に回答
いただきました。

（議員の質問について）
⚫答弁が質問の意図とずれている。村民を代表して、何と

かしたいという熱意が感じられない。
⚫村民の声を集めた資料を準備、専門的な部分から質問し

てほしい。30分を余らすなら議員数を減らしても良い。

（村長の答弁について）
⚫特に旧うなばら荘に関し村の責任者ではなく、

業者任せ。
⚫答弁「○○と聞いている」まるで第三者。住民と

して不安であり、現実があまりにも見えていない。

アンケート結果報告

日 曜 議 会
日曜議会

開催開催

議員の質問や村長等の答弁などについて

この度の日曜議会の開催について

今後の議会運営やお気づきの点について

問

問

問

令和８年６月14日（日）

⚫議員紹介は不要。
⚫９時からスタートなのに９時４分だった。
⚫最初から自席での質問、答弁でよいのでは。
⚫質問が時間が余ってずれる場合、対応策が必要。
⚫定例会として開催するのであれば、質問時間を増やす必要がある。
⚫質問事項も昨年と同一内容で、議員のやる気があるのか。
⚫日曜日にこだわることなく、夜でも良いのではないか。
⚫予算をスイスイ無駄に通してはいけない。議員は関所番人になってほしい。

● 日吉津村議会では、議会傍聴をしていただきやすいよう、６月定例会の一般質問を日曜日に開催
しています。通常は議員１人あたり80分（以内）の持ち時間のところ、30分に短縮して行っています。
ただし、傍聴をいただいた方からは、ご不満の点を指摘いただいています。難しい点もありますが、
今後も検討し、村民の皆さまから信頼をいただけるよう努めてまいります。引き続きのご理解を
お願い申し上げます。
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員
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な
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し
た
。
来
年

4
月
に
は
村
長
、
議
員
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ダ
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選
が
あ
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ま
す
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前
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選
挙
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も

無
投
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で
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、
日
吉
津

村
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村
づ
く
り
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進
め
る
た
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、
活
発
な
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す
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８
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の
指
摘
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目
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み
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い
紙
面
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イ
ア
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や
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関
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る
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